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一
斉
に
花
を
咲
か
せ
て
ま
た
た
く
間
に
散
っ
て
行
く

桜
の
季
節
を
体
一
杯
に
受
け
た
あ
と
、
爽
や
か
な
風
が

家
の
隅
々
を
清
く
し
て
く
れ
そ
う
な
五
月
の
季
節
が
も

う
す
ぐ
そ
こ
に
。
お
だ
や
か
な
四
月
を
味
わ
っ
た
あ
と

は
、
光
が
き
れ
い
、
影
が
き
れ
い
、
木
々
が
美
し
い
木

漏
れ
日
の
五
月
。

　
木
の
下
に
行
く
と
若
芽
、新
芽
の
に
お
い
が
し
て
・・・

作
る
こ
と
、
食
べ
る
こ
と
が
大
好
き
な
私
に
と
っ
て
は
、

日
々
我
が
家
の
竹
や
ぶ
、
土
手
、
畑
に
食
べ
物
を
探
し

に
行
っ
た
り
し
て
。

　
さ
て
、
五
月
の
五
日
は
男
の
子
の
節
句
。
男
の
子
の

成
長
を
祝
う
お
祭
り
で
、
昔
な
が
ら
の
楽
し
い
行
事
に

な
っ
て
い
ま
す
。
武
者
人
形
、
鯉
の
ぼ
り
と
家
に
よ
っ

て
違
い
は
あ
る
も
の
の
、
屋
根
が
わ
ら
を
尾
で
洗
う
よ

う
な
元
気
な
鯉
の
ぼ
り
を
見
る
と「
大
き
く
な
っ
て
ね
」

と
、
つ
い
笑
み
が
こ
ぼ
れ
て
し
ま
い
ま
す
。
私
の
地
域

で
は
、
昔
か
ら
の
決
ま
り
で
、
鯉
の
ぼ
り
は
出
来
な
い

の
で
小
さ
な
２
メ
ー
タ
ー
ほ
ど
の
鯉
の
ぼ
り
を
車
庫
の

上
か
ら
泳
が
せ
て
、
そ
れ
も
又
か
わ
い
い
一
つ
の
景
色

で
、
孫
達
は
満
足
し
て
い
る
様
子
で
す
。

　
昔
、
五
月
は
「
忌
む
月
」
と
言
わ
れ
縁
起
が
悪
い
と

さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
そ
こ
で
悪
い
も
の
が
来
な
い
よ

う
屋
根
に
剣
の
形
に
似
て
い
る
菖
蒲
の
葉
を
か
ざ
り
、

盃
に
酒
を
つ
ぎ
菖
蒲
の
葉
を
浮
か
べ
た
酒
を
飲
み
、
健

康
で
あ
る
よ
う
風
呂
の
中
に
束
に
し
た
菖
蒲
を
浮
か
べ

て
い
た
よ
う
で
す
。
家
で
は
ま
だ
そ
れ
に
少
し
た
け
た

よ
も
ぎ
の
葉
を
一
緒
に
く
く
り
お
風
呂
に
浮
か
べ
て
い

ま
す
。
菖
蒲
も
そ
の
時
期
に
な
る
と
し
っ
か
り
香
り
を

つ
け
て
大
き
く
育
ち
、
自
分
の
役
割
が
未
だ
か
の
よ
う

な
そ
の
姿
か
ら
も
凛
々
し
さ
を
感
じ
て
し
ま
い
ま
す
。

　
端
午
の
節
句
の
食
べ
物
と
し
て
は
、
日
本
で
最
も
古

い
お
菓
子
の
形
を
残
し
た
も
の
と
言
わ
れ
て
い
る
柏
餅

や
ち
ま
き
が
あ
り
ま
す
。
新
聞
紙
で
子
ど
も
と
一
緒
に

か
ぶ
と
を
折
っ
て
、
美
味
し
い
柏
餅
や
ち
ま
き
を
食
べ

て
幸
福
な
一
日
を
過
ご
し
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う

か
。
　
　
　
　
　
　
　（
広
報
事
業
委
員

　松
永
啓
子
）

「
端
午
の
節
句
」

開場17：30　開演18：00
一　般　　1,500円
（当日300円増）（全席指定）
伊賀市文化会館

東
北
地
方
太
平
洋
沖
地
震
で
お
亡
く
な
り
に
な
ら
れ
た
方
々
の
ご
冥
福
を
お
祈
り

い
た
し
ま
す
と
と
も
に
、被
災
さ
れ
た
皆
様
に
心
よ
り
お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
。

文化講演会
戦場カメラマン
渡部陽一

木・祝5/5 好　
評

発売
中

開場13：30　開演14：00
一　般　　 500円
（全席自由）

あやま文化センター

ワンコインコンサート
第6回

さんさん名曲コンサート
5/15日  好　評発売中

ふるさと会館いが

開場15：30　開演16：00
一　般　　4,200円
（当日300円増）
（全席指定）

5/22日 好　
評

発売
中

ビリーバンバン
コンサート

伊賀市文化会館

開場15：30　開演16：00
一　般　　3,000円
高校生以下1,500円
（全席指定）

6/11土

伊賀市文化会館開館２０周年記念
大阪フィルハーモニー交響楽団

伊賀市文化会館

開場18：00　開演18：30
一　般　　7,500円
（全席指定）

7/18 好　
評

発売
中

美輪明宏音楽会
＜愛＞

月・祝

あやま文化センター

開場18：30　開演19：00
一　般　　2,500円
高校生以下1,500円
（全席指定）

松永貴志デビュー10周年記念
ピアノソロコンサート

8/6土

伊賀市文化会館

① 開場12：30　開演13：00
② 開場15：00　開演15：30
一　般　　1,500円
（全席指定）

米村でんじろう
「おもしろサイエンスショー」

9/18日5/1
4土

発　
売 5/2

9日
発　
売4/2

9
発　
売
金・祝

BUNTO
チケット情報
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『音楽教師をめざして』

　生まれてから高校卒業迄の18年間を過ごした伊賀の地を

離れて早くも14年が経過しました。現在は中東のアラブ首

長国連邦のドバイで勤務しております。日本から直行便で約

10時間かかる遠方の地である為、年に数回しか帰省する機

会はありません。

　生まれ故郷は伊賀市の友生地区。美しい山河や田園に囲ま

れた自然豊かな土地で、初夏には川で蛍を見る事が出来、遠

くから蛍観賞に来られる方もおります。幼少時の夏休みには

カブトムシやクワガタを毎日の様に採りにいった事がつい昨

日の事の様に思い出されます。

　2008年7月から駐在しているドバイは故郷の伊賀市とは

全くの正反対。最近日本のマスコミでも取り上げられる事が

多くなりましたので、テレビや雑誌で街並をご覧になられた

方も多いと思いますが、市内は高層ビルが乱立し、瞬く間に

中東を代表する大都市に成長しました。気候は日本の様な四

季が無く、夏は最高気温50度を超える日もある程の猛暑で、

冬でも常時15度を超えます。

　ドバイで過ごしていると真っ先に恋しくなるのは伊賀なら

ではの美味しい食べ物です。帰国する毎に伊賀市内の行きつ

けのお店で豆腐のでんがく料理に舌鼓を打ちます。また、普

段はドバイという人工都市で過ごしている為、緑豊かな自然

も恋しいですね。一度、5月に妻と帰省した際に、他県出身

の妻は綺麗な蓮華畑に感動を隠しきれない様子でした。10

年以上参加出来ていませんが、上野天神祭は毎年楽しみにし

ていたイベントです。近い将来、昨年12月にドバイで出生

した長女を連れて参加したいと思っております。

　伊賀の地で過ごしていると身の周りにある自然や環境が当

たり前の様に感じられますが、海外に出てみると非常に貴重

であったとわかります。伊賀にある豊かな自然が大切にされ、

歴史や伝統、文化が後世に引き継がれながら、これからも市

民が充実した生活を送る事が出来る市である事を切に願って

おります。

「ドバイから伊賀を想う」
三菱商事株式会社ドバイ駐在事務所勤務　池澤一彰

第31回新人演奏会ｉｎいが出演者　福森　唯
(伊賀市緑ケ丘南町在住)

　幼い頃からピアノを習い、歌うことが大好きだった私は、い

つしか音楽の先生になりたいと思うようになりました。その夢

を叶えるため、教育学部の音楽専攻に進学し、中等教育、特

に音楽教育の勉強に励んできました。

教育実習で初めて授業をし、教えることの難しさも実感しまし

たが、生徒たちが楽しく活動する姿に音楽教師の魅力も感じま

した。また、トーチトワリング（棒に火を点けて音楽に合わせ

て舞う音楽と火の融合）を仲間と共に練習し、地域の子どもた

ちが参加するキャンプファイヤーで披露してきました。喜び感

動してくれる子どもたちに私も笑顔になりました。私は音楽で

仲間とつながることができました。また、音楽で子どもたちと

つながることもできました。

　これからは、伊賀の子どもたちに、音楽の楽しさはもちろん、

仲間と共に音楽を作る喜びも伝えていきたいです。音楽をきっ

かけにたくさんの人とつながってもらいたいです。

ビリーバンバン

来る５月22日（日）、ふるさと会館いが大ホールで「ビリー
バンバンコンサート」が開催されます。デビュー 40周年記
念の今、『また君に恋してる』が大ヒット中、ビリーバンバ
ンのお二人に公演に先立って、お話をうかがいしました。

　ビリーバンバンの世界は、愛をテーマに贈るソフトな
アコースティックサウンドでいつも変らぬ新鮮な感動を
呼び起こしてくれる。まさに、癒しワールドである。〈右〉
菅原孝（兄、1944年8月7日生まれ）、〈左〉菅原　進（弟、
1947年9月21日生まれ）。フォークグループの代表的
アーティストとしてコンサートを中心に活動する。

Ｑ．小、中学生の頃のお二人は何を目指しておられましたか？
Ａ．兄：ぼんやりと未来を見つめていたが・・・毎日が楽しく、
勉学・運動に励んでいました。ただ日々の生活の中に音楽が
あったようです。弟はとにかく音楽・歌で人生をと決めてい
たと申しております。
弟：歌を歌うことしか考えていなかった。　
Ｑ．1969年、『白いブランコ』でレコードデビューされ、
いきなり大ヒットでしたが、その頃の思い出やご感想をお聞
かせ下さい。
Ａ．兄：もうすでに日本中に知れ渡っていた曲。スタッフは
学生時代のアマチュアフォーク団体の面々。一年間休みなし、
九州から北海道、またその逆。とにかく忙しかった。そのス
タッフも今では芸能界の重鎮。懐かしい。
弟：毎日コンサートの連続で、休みがなかった。当時は今と
は違い、音響の設備が悪かった。よく歌えたと思う。

Ｑ．40年という長い音楽キャリアの中で、レコード・ＣＤ・
ＣＭ・ＴＶのテーマソングなど幅広いビリーバンバンの世界
として大きな実績を残されましたが、今後の抱負をお聞かせ
下さい。
Ａ．兄：先ずは健康！！若い頃、使いすぎた肉体を残ったエ
ネルギーと相談し進んでいきたい。音楽的には「白いブラン
コ」の心を保持したい。2時間～ 3時間のコンサートを毎日
でも続けられる精神と肉体を！！
弟：最近、すべてオリジナルのアルバムを完成させた。ビリ
バンの新しい世界が表現できたと思う。常に前向きにビリバ
ンの世界を作りたい。
Ｑ．ソフトで懐かしさと新鮮さを感じさせてくれるお二人の
サウンドですが、特に伊賀での公演を前にしてのお気持ちを
お聞かせ下さい。
Ａ．兄：一方的なイメージですが・・・「春夏秋冬」の日本の
美しさ、日本人の清潔感、「ずっとあなたが好きでした」の
日本的風景そのままをピッタリの伊賀という地で演じたい。

最近、若いファンも増えたの
ですが・・・やはり我々を支持
してくれた同世代の方々に青
春の思い出、未来への希望を
贈りたいと思う。会場全体が
暖かい雰囲気に包まれ、2時間
後来て良かたったというコン
サートを！
弟：忍者屋敷に行ってみたい！
（広報事業委員　西岡時彦）

講義内容
１講目 山崎教授によるシイタケの菌打ち体験
２講目 加藤教授によるおもしろ工作
３講目 田口教授による３Ｄメガネを作って３Ｄ写真を見
　　　　よう

　３月26日（土）、ゆめテクノ伊賀で小学生を対象に、午前
の部、午後の部とも定員いっぱいで楽しく開催されました。
　どの講義も全員が、まじめに良く聞いていました。学校の
授業ではこうはいきませんね。先生が、初めての人だから？
　周りの友達が、知らない子だから？  やはり、ある程度の
緊張感があるからなのでしょうか。興味津々で熱心に聞いて

いたのが、印象的
でした。工作の作
品では、それぞれ
子ども達の細かい
こだわりが見られ
ました。
　この「こども大
学」は、子ども達
に理科の知識を身
につけてもらおうと三重大学と共催で開催しています。将来、
少しでも多く科学者になってくれる人が出てくればいいなと。
日本の学生の学力が落ちてきたといわれている中で、小学生
の頃から学ぶきっかけを作りたいということです。理科に限
ったことではありませんが、何事もなぜだろうと関心を持ち、
それを解明していく力を身につけてほしいですね。
　ゆめテクノ伊賀は、産学官が連携して、「環境・食・文化」
に関する新産業の育成を図り、大学関係者等が企業などとい
っしょに研究する施設です。小・中・高校生が、大学や企業
等と接することによって、地域内の後継人材の育成など、地
域の活性化を図っていこうということです。
　次回は、夏休み頃の開催を計画しているところです。たく
さんの小学生の参加をお待ちしています。

（広報事業委員   奥　真也）

■第３回 こども大学■  理科は面白い。  サイエンスは楽しい。
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『音楽教師をめざして』

　生まれてから高校卒業迄の18年間を過ごした伊賀の地を

離れて早くも14年が経過しました。現在は中東のアラブ首

長国連邦のドバイで勤務しております。日本から直行便で約

10時間かかる遠方の地である為、年に数回しか帰省する機

会はありません。

　生まれ故郷は伊賀市の友生地区。美しい山河や田園に囲ま

れた自然豊かな土地で、初夏には川で蛍を見る事が出来、遠

くから蛍観賞に来られる方もおります。幼少時の夏休みには

カブトムシやクワガタを毎日の様に採りにいった事がつい昨

日の事の様に思い出されます。

　2008年7月から駐在しているドバイは故郷の伊賀市とは

全くの正反対。最近日本のマスコミでも取り上げられる事が

多くなりましたので、テレビや雑誌で街並をご覧になられた

方も多いと思いますが、市内は高層ビルが乱立し、瞬く間に

中東を代表する大都市に成長しました。気候は日本の様な四

季が無く、夏は最高気温50度を超える日もある程の猛暑で、

冬でも常時15度を超えます。

　ドバイで過ごしていると真っ先に恋しくなるのは伊賀なら

ではの美味しい食べ物です。帰国する毎に伊賀市内の行きつ

けのお店で豆腐のでんがく料理に舌鼓を打ちます。また、普

段はドバイという人工都市で過ごしている為、緑豊かな自然

も恋しいですね。一度、5月に妻と帰省した際に、他県出身

の妻は綺麗な蓮華畑に感動を隠しきれない様子でした。10

年以上参加出来ていませんが、上野天神祭は毎年楽しみにし

ていたイベントです。近い将来、昨年12月にドバイで出生

した長女を連れて参加したいと思っております。

　伊賀の地で過ごしていると身の周りにある自然や環境が当

たり前の様に感じられますが、海外に出てみると非常に貴重

であったとわかります。伊賀にある豊かな自然が大切にされ、

歴史や伝統、文化が後世に引き継がれながら、これからも市

民が充実した生活を送る事が出来る市である事を切に願って

おります。

「ドバイから伊賀を想う」
三菱商事株式会社ドバイ駐在事務所勤務　池澤一彰

第31回新人演奏会ｉｎいが出演者　福森　唯
(伊賀市緑ケ丘南町在住)

　幼い頃からピアノを習い、歌うことが大好きだった私は、い

つしか音楽の先生になりたいと思うようになりました。その夢

を叶えるため、教育学部の音楽専攻に進学し、中等教育、特

に音楽教育の勉強に励んできました。

教育実習で初めて授業をし、教えることの難しさも実感しまし

たが、生徒たちが楽しく活動する姿に音楽教師の魅力も感じま

した。また、トーチトワリング（棒に火を点けて音楽に合わせ

て舞う音楽と火の融合）を仲間と共に練習し、地域の子どもた

ちが参加するキャンプファイヤーで披露してきました。喜び感

動してくれる子どもたちに私も笑顔になりました。私は音楽で

仲間とつながることができました。また、音楽で子どもたちと

つながることもできました。

　これからは、伊賀の子どもたちに、音楽の楽しさはもちろん、

仲間と共に音楽を作る喜びも伝えていきたいです。音楽をきっ

かけにたくさんの人とつながってもらいたいです。

ビリーバンバン

来る５月22日（日）、ふるさと会館いが大ホールで「ビリー
バンバンコンサート」が開催されます。デビュー 40周年記
念の今、『また君に恋してる』が大ヒット中、ビリーバンバ
ンのお二人に公演に先立って、お話をうかがいしました。

　ビリーバンバンの世界は、愛をテーマに贈るソフトな
アコースティックサウンドでいつも変らぬ新鮮な感動を
呼び起こしてくれる。まさに、癒しワールドである。〈右〉
菅原孝（兄、1944年8月7日生まれ）、〈左〉菅原　進（弟、
1947年9月21日生まれ）。フォークグループの代表的
アーティストとしてコンサートを中心に活動する。

Ｑ．小、中学生の頃のお二人は何を目指しておられましたか？
Ａ．兄：ぼんやりと未来を見つめていたが・・・毎日が楽しく、
勉学・運動に励んでいました。ただ日々の生活の中に音楽が
あったようです。弟はとにかく音楽・歌で人生をと決めてい
たと申しております。
弟：歌を歌うことしか考えていなかった。　
Ｑ．1969年、『白いブランコ』でレコードデビューされ、
いきなり大ヒットでしたが、その頃の思い出やご感想をお聞
かせ下さい。
Ａ．兄：もうすでに日本中に知れ渡っていた曲。スタッフは
学生時代のアマチュアフォーク団体の面々。一年間休みなし、
九州から北海道、またその逆。とにかく忙しかった。そのス
タッフも今では芸能界の重鎮。懐かしい。
弟：毎日コンサートの連続で、休みがなかった。当時は今と
は違い、音響の設備が悪かった。よく歌えたと思う。

Ｑ．40年という長い音楽キャリアの中で、レコード・ＣＤ・
ＣＭ・ＴＶのテーマソングなど幅広いビリーバンバンの世界
として大きな実績を残されましたが、今後の抱負をお聞かせ
下さい。
Ａ．兄：先ずは健康！！若い頃、使いすぎた肉体を残ったエ
ネルギーと相談し進んでいきたい。音楽的には「白いブラン
コ」の心を保持したい。2時間～ 3時間のコンサートを毎日
でも続けられる精神と肉体を！！
弟：最近、すべてオリジナルのアルバムを完成させた。ビリ
バンの新しい世界が表現できたと思う。常に前向きにビリバ
ンの世界を作りたい。
Ｑ．ソフトで懐かしさと新鮮さを感じさせてくれるお二人の
サウンドですが、特に伊賀での公演を前にしてのお気持ちを
お聞かせ下さい。
Ａ．兄：一方的なイメージですが・・・「春夏秋冬」の日本の
美しさ、日本人の清潔感、「ずっとあなたが好きでした」の
日本的風景そのままをピッタリの伊賀という地で演じたい。

最近、若いファンも増えたの
ですが・・・やはり我々を支持
してくれた同世代の方々に青
春の思い出、未来への希望を
贈りたいと思う。会場全体が
暖かい雰囲気に包まれ、2時間
後来て良かたったというコン
サートを！
弟：忍者屋敷に行ってみたい！
（広報事業委員　西岡時彦）

講義内容
１講目 山崎教授によるシイタケの菌打ち体験
２講目 加藤教授によるおもしろ工作
３講目 田口教授による３Ｄメガネを作って３Ｄ写真を見
　　　　よう

　３月26日（土）、ゆめテクノ伊賀で小学生を対象に、午前
の部、午後の部とも定員いっぱいで楽しく開催されました。
　どの講義も全員が、まじめに良く聞いていました。学校の
授業ではこうはいきませんね。先生が、初めての人だから？
　周りの友達が、知らない子だから？  やはり、ある程度の
緊張感があるからなのでしょうか。興味津々で熱心に聞いて

いたのが、印象的
でした。工作の作
品では、それぞれ
子ども達の細かい
こだわりが見られ
ました。
　この「こども大
学」は、子ども達
に理科の知識を身
につけてもらおうと三重大学と共催で開催しています。将来、
少しでも多く科学者になってくれる人が出てくればいいなと。
日本の学生の学力が落ちてきたといわれている中で、小学生
の頃から学ぶきっかけを作りたいということです。理科に限
ったことではありませんが、何事もなぜだろうと関心を持ち、
それを解明していく力を身につけてほしいですね。
　ゆめテクノ伊賀は、産学官が連携して、「環境・食・文化」
に関する新産業の育成を図り、大学関係者等が企業などとい
っしょに研究する施設です。小・中・高校生が、大学や企業
等と接することによって、地域内の後継人材の育成など、地
域の活性化を図っていこうということです。
　次回は、夏休み頃の開催を計画しているところです。たく
さんの小学生の参加をお待ちしています。

（広報事業委員   奥　真也）

■第３回 こども大学■  理科は面白い。  サイエンスは楽しい。
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楽しいなにか？　便利ななにか？
嬉しいなにか？　ここから生まれるよ

ぶんと「伊賀のたまご」

　
未
曽
有
の
巨
大
地
震
が
、
東
北
・
関
東

地
方
を
襲
っ
た
。
三
月
十
一
日
の
午
後
3

時
前
の
こ
と
で
あ
る
。
た
ま
た
ま
テ
レ
ビ

を
つ
け
て
い
た
の
だ
が
、
震
度
７
の
町
が

あ
っ
た
の
に
び
っ
く
り
し
た
。
大
津
波
警

報
が
出
て
、
テ
レ
ビ
各
局
は
地
震
特
番
に

変
わ
っ
た
。
そ
れ
か
ら
ず
っ
と
家
に
い
る

時
は
テ
レ
ビ
の
つ
け
っ
放
し
で
あ
る
。

　
Ｍ
９
・
０
と
い
う
エ
ネ
ル
ギ
ー
は
、
わ

ず
か
な
刻
を
お
い
て
、
津
波
計
が
ぶ
っ
と

ぶ
ほ
ど
の
大
津
波
を
も
た
ら
し
た
。Ｍ
９
の

強
さ
は
、
我
が
国
観
測
史
上
最
大
、
世
界

で
も
五
本
の
指
に
入
る
大
き
さ
だ
。
こ
の

東
北
関
東
大
震
災
は
、
あ
の
リ
ア
ス
式
の

風
光
明
媚
な
三
陸
海
岸
に
、
潰
滅
的
な
被

害
を
与
え
た
。
家
も
田
畑
も
車
も
、
そ
し

て
何
よ
り
も
人
命
を
根
こ
そ
ぎ
さ
ら
っ
て

い
っ
た
津
波
。
こ
れ
を
書
い
て
い
る
時
点

で
は
、
ま
だ
死
者
・
不
明
者
数
千
人
だ
が
、

最
終
的
に
は
万
人
に
な
る
だ
ろ
う
と
報
じ

ら
れ
て
い
る
。
１
９
９
５
年
の
阪
神
淡
路

大
震
災
の
１
８
０
倍
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
だ
っ

た
ら
し
い
。
こ
の
地
震
は
、
複
合
災
害
を

誘
発
し
た
。
ま
ず
地
震
、
津
波
そ
し
て
、

火
災
だ
。
阪
神
の
時
も
長
田
地
区
の
火
災

で
沢
山
の
犠
牲
者
が
出
た
が
、
今
回
は
福

島
原
発
の
放
射
線
漏
れ
と
い
う
、
こ
れ
ま

た
国
内
は
じ
め
て
の
深
刻
な
事
態
と
憂
慮

さ
れ
て
い
る
。

高
台
に
逃
げ
て
助
か
っ
た
人
の
避
難
所
生

活
、
ま
だ
安
否
不
明
の
人
、
肉
親
を
波
に

さ
ら
わ
れ
た
人
々
・
・
・
・
こ
の
人
達
の

心
情
を
察
す
る
と
心
が
痛
む
。

　
東
京
時
代
、
三
陸
に
は
取
材
旅
行
で
十

日
ほ
ど
行
っ
た
。
気
仙
沼
の
ふ
か
ひ
れ
の

お
寿
司
の
美
味
だ
っ
た
こ
と
、
陸
前
高
田

の
親
切
な
老
舗
の
老
夫
婦
の
こ
と
、
大
船

渡
の
海
岸
で
見
た
太
平
洋
の
す
ば
ら
し
さ
、

松
島
の
絶
景
･
･
･
思
い
出
せ
ば
き
り
が

な
い
。
そ
の
な
か
で
一
番
印
象
に
残
っ
て

い
る
の
は
、
宿
泊
し
た
宮
古
の
旅
館
の
中

年
の
仲
居
さ
ん
だ
。
た
ぶ
ん
お
た
き
さ
ん

と
い
っ
た
と
思
う
。
取
材
か
ら
帰
っ
て
一

人
夕
食
を
取
る
わ
た
し
の
相
手
に
な
っ
て

く
れ
た
お
た
き
さ
ん
は
、
酒
好
き
で
、
勧

め
る
と
、
グ
イ
グ
イ
あ
お
っ
た
。

　
漁
師
の
夫
を
海
で
失
く
し
、
出
来
の
い

い
一
人
息
子
を
東
大
に
入
れ
る
の
が
夢
で

あ
り
、
生
甲
斐
だ
と
語
っ
た
彼
女
は
、
都

は
る
み
の
唄
を
絶
唱
し
て
く
れ
た
。
心
に

し
み
る
い
い
歌
で
、
あ
ん
な
素
晴
し
い
唄

を
聴
い
た
の
は
生
ま
れ
て
初
め
て
だ
っ
た
。

お
た
き
さ
ん
も
生
き
て
い
れ
ば
九
十
歳
を

過
ぎ
て
い
る
だ
ろ
う
。
息
子
は
東
大
出
の

官
僚
に
で
も
な
っ
た
か
し
ら
･
･
･
ふ
と

思
い
出
し
た
り
し
て
い
た
の
だ
が

―
―
―
。

　
東
北
関
東
大
震
災
は
、
わ
た
し
の
大
切

な
大
切
な
土
地
ま
で
も
が
れ
き
の
山
に
し

て
く
れ
た
。
伊
賀
に
居
て
、
余
震
と
は
無

縁
の
場
所
で
、
テ
レ
ビ
を
見
て
い
る
身
は
、

な
に
が
な
し
う
し
ろ
め
た
く
、
思
い
出
の

中
の
お
た
き
さ
ん
の
た
め
に
も
、
何
か
し

て
や
り
た
い
。
い
や
、
し
な
け
れ
ば
い
け

な
い
と
考
え
る
。
け
れ
ど
、
一
人
で
は
何

も
出
来
な
い
。
せ
い
ぜ
い
募
金
に
少
し
多

額
の
金
を
入
れ
る
こ
と
し
か
法
は
な
い
。

　
そ
こ
で
提
案
な
の
だ
が
、
東
北
は
お
く

の
細
道
。
芭
蕉
さ
ん
つ
な
が
り
で
縁
が
あ
る
。

こ
の
大
災
害
を
生
き
延
び
た
方
々
の
た
め

に
、
行
政
で
何
か
支
援
出
来
る
こ
と
が
あ

れ
ば
、
や
っ
て
み
た
ら
ど
う
だ
ろ
う
か
。

こ
の
号
が
出
る
の
は
四
月
半
ば
。
現
在
は
水
、

食
料
、
毛
布
な
ど
だ
が
、
そ
の
頃
に
な
る

と
仮
設
住
宅
建
設
が
現
実
に
な
っ
て
い
る

だ
ろ
う
。
そ
う
な
れ
ば
生
活
用
品
が
い
る
。

そ
の
生
活
用
品
を
行
政
で
ほ
ん
の
わ
ず
か

で
も
捻
出
し
て
も
ら
え
な
い
だ
ろ
う
か
。

細
道
ゆ
か
り
の
土
地
へ
送
る
だ
け
で
も
い

い
。
芭
蕉
さ
ん
の
故
郷
か
ら
支
援
が
来
た
。

そ
れ
だ
け
で
喜
ん
で
も
ら
え
る
の
で
は
な

い
か
し
ら
。
何
だ
か
他
人
任
せ
で
心
苦
し

い
け
れ
ど
―
―
。

　
こ
の
原
稿
は
三
月
十
四
日
に
書
い
た
。

じ
つ
は
季
節
の
話
題
で
、
公
園
の
お
花
見

の
思
い
出
を
と
構
想
し
て
い
た
の
だ
が
、

そ
ん
な
浮
か
れ
た
心
境
に
は
と
て
も
な
れ

な
か
っ
た
の
で
、
こ
の
拙
文
に
し
た
。

　
最
後
に
東
北
関
東
大
震
災
で
犠
牲
に
な

ら
れ
た
方
の
ご
冥
福
を
祈
り
、
被
害
に
遭

わ
れ
た
方
々
に
心
か
ら
の
御
見
舞
い
を
申

し
上
げ
ま
す
。

（
作
家
・
市
内
在
住
）

「
東
北
関
東
大
震
災
」

北
泉
優
子

インキュベーション室　丸タ田中青果加工㈱
　弊社は、昭和16年創業、伊賀市に本社・工場のある、輸入
青果物（主にバナナ、アボカド等）の熟成加工・販売をしてい
る会社です。
＊付加価値バナナで｢差力本願｣を追求
　不利な条件を抱えるからこそ、いかに他社と差異化を図るか
に知恵を絞って行動し、結果的に強い体質にすることができる。

このようなコンセプトや行動
を丸タ田中青果加工は「差力
本願」と呼び、指針のひとつ
にしています。
　農薬や除草剤を使わない「
オーガニックバナナ」。生物
多様性に配慮しながら栽培さ

れる「レインフォレスト・アラ
イアンス（国際的な非営利環境
保護団体）認証取得バナナ」。
売り上げの一部が生産地の地域
支援にあてられる「フェアトレ
ードバナナ」。弊社が扱う「付
加価値バナナ」はどれも食品として良質であるだけでなく、地
球規模の社会貢献へ消費者を組み込む意義も持っています。
＊「感覚と経験」を活かした熟成技術
　弊社のこだわり熟成の場合、集荷や入荷段階でバナナを太さ
や熟成度合別に仕分けて、各々に応じた熟成環境で味をじっく
り引き出していきます。温度・湿度管理も「バナナに話しかけ
ながら人間の感覚と経験を大切にする」。「バナナは生き物」
という感覚を大切にする姿勢を貫いています。「弊社がつくる
良質なバナナの価値をさらに認知してもらえるよう努めたい」。
そんな思いから、三重大学との産学連携（田口先生のご指導・
ご研究のもと）で、バナナが持つ抗酸化効果の分析・研究に取
り組んでいるところです。そこから新たな応用商品が生まれそ
うな予感も持っています。

　

登録文化財「赤井家住宅」

　今回ご紹介する「伊賀のええもん」は赤井家住宅です。
中の竪町通りに面し長屋門、土塀に囲まれた武家屋敷は
原則私有地非公開でしたが、赤井家協力のおかげで市の
所有となり平成２２年９月に登録文化財となりました。
指定文化財の「入交家住宅」とともに江戸期武家住宅の
雰囲気を濃厚に残す遺構としてかけがえのない文化遺産
となりました。
　赤井家初代悪右衛門はかつて丹波国黒井に居城を構え
ていましたが、藤堂高虎に召抱えられ、伊賀上野で禄高
千石の足軽大将に任じられました。上野城下町絵図によ
ると丸ノ内西の鉄砲場に当初の屋敷を構えていましたが、
文久年間（1861～1863年）の絵図では現在の場所に名
前が記されています。
　土塀で囲われた500坪の敷地内には主屋、茶室、土蔵
等の建屋があり、古木や石灯籠などで構成された庭、家
人たちが作物を作ったであろう畑跡などが、江戸期中級
武士の暮らしを今に伝えています。なかでも通りに面し
た江戸末期の長屋門は隣接する土蔵と土塀で一体となっ
ており、犬矢来を設けた景観は特筆すべきものになって
います。
　この文章作成中に発生した東北、関東地方を襲った地

震津波は多数の人命、財産を持ち去りその広範囲な被害
状況はまさに国民的な被害になりました。又、多くの文
化財も流失、破損され歴史が消えてゆく町もあろうかと
思うとまことに胸がつぶれる思いです。被災者の皆様に
は心よりお見舞い申し上げます。私達の伊賀も過去多く
の災害をくぐりぬけてきた文化財が奇跡的に残っていま
す。今回ご紹介した登録文化財「赤井家住宅」もその一
つであり、伊賀市はこの貴重な財産を保全活用すべき検
討しているそうです。

［取材協力：伊賀市中心市街地活性化推進室］
（広報事業委員　森　正美）

　今から50年前、結核を克服、命
在る喜びに輝いていた上田誠克33
歳。かたや芸術に憧れる夢みる夢
子、林郁子19歳。二人は大阪市立
美術研究所で出逢いました。そこは
大阪美術館の地階にあり、美術を志

す人が学ぶ所です。若いハートがぶつかり恋が芽えま
す。親の反対ものともせず結婚。夫は制作に没頭し、個
展もどんどん開催。大阪府主催の美術展では作品買上げ
も。妻は版画家・夫を支える生活の担い手でした。
　今から33年前、美しい凸の表現エンボス版画から作品
が変化します。66本の金属尖頭柱と木を組み合わせた独
創の道具を完成。自力圧力で紙を破る版画、パーホグラ
フィックアートのメカと技術発表を目的に二人は渡米。
幸運にもポートランド美術館管理者、ゴードン・ギル
キー氏（美術界では有名）が作品と道具と行動に共鳴、
デモンストレーションの紹介文をサイン入りで書いてく
れました。おかげで点と点が旅の行程となり、2年間、ア
メリカをラウンド17ヵ所の大学、美術館、研究所でデモ
が実現、個展も数回開きました。日系の友人も驚いたも

のです。帰国後、今度は日本、現代美術の届かない田舎
めがけて、単身、軽のBANで巡回します。

　今から14年前、伊賀市槇山にGALLERY30を開設。少
しでも地域文化に貢献しようと、さまざまな作品展を提
供して活動。
　そして今から5年前、夫誠克が平成18年4月、苦楽を共
にした同志を残して80歳で亡くなったのです。今春、没
5年目を迎えます。私にしかやれない事業。ほんとに今や
と、背を押してくれた人も居ます。芸術家上田誠克との
50年。初期の油彩から、デモの旅でお土産だと持ち帰っ
た貝殻まで、残された遺産の全貌を公開しようと決めま
した。ゆっくり充実させながら、二人の真意をお伝え出
来ればと願っています。お運び戴き、足跡を感じて下さ
れば幸と存じます。
　今もまだ夢みる夢子の上田郁子拝。

オープンによせて皆様へのお手紙
　上田　郁子

イヌ　ヤ　ライ
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楽しいなにか？　便利ななにか？
嬉しいなにか？　ここから生まれるよ

ぶんと「伊賀のたまご」

　
未
曽
有
の
巨
大
地
震
が
、
東
北
・
関
東

地
方
を
襲
っ
た
。
三
月
十
一
日
の
午
後
3

時
前
の
こ
と
で
あ
る
。
た
ま
た
ま
テ
レ
ビ

を
つ
け
て
い
た
の
だ
が
、
震
度
７
の
町
が

あ
っ
た
の
に
び
っ
く
り
し
た
。
大
津
波
警

報
が
出
て
、
テ
レ
ビ
各
局
は
地
震
特
番
に

変
わ
っ
た
。
そ
れ
か
ら
ず
っ
と
家
に
い
る

時
は
テ
レ
ビ
の
つ
け
っ
放
し
で
あ
る
。

　
Ｍ
９
・
０
と
い
う
エ
ネ
ル
ギ
ー
は
、
わ

ず
か
な
刻
を
お
い
て
、
津
波
計
が
ぶ
っ
と

ぶ
ほ
ど
の
大
津
波
を
も
た
ら
し
た
。Ｍ
９
の

強
さ
は
、
我
が
国
観
測
史
上
最
大
、
世
界

で
も
五
本
の
指
に
入
る
大
き
さ
だ
。
こ
の

東
北
関
東
大
震
災
は
、
あ
の
リ
ア
ス
式
の

風
光
明
媚
な
三
陸
海
岸
に
、
潰
滅
的
な
被

害
を
与
え
た
。
家
も
田
畑
も
車
も
、
そ
し

て
何
よ
り
も
人
命
を
根
こ
そ
ぎ
さ
ら
っ
て

い
っ
た
津
波
。
こ
れ
を
書
い
て
い
る
時
点

で
は
、
ま
だ
死
者
・
不
明
者
数
千
人
だ
が
、

最
終
的
に
は
万
人
に
な
る
だ
ろ
う
と
報
じ

ら
れ
て
い
る
。
１
９
９
５
年
の
阪
神
淡
路

大
震
災
の
１
８
０
倍
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
だ
っ

た
ら
し
い
。
こ
の
地
震
は
、
複
合
災
害
を

誘
発
し
た
。
ま
ず
地
震
、
津
波
そ
し
て
、

火
災
だ
。
阪
神
の
時
も
長
田
地
区
の
火
災

で
沢
山
の
犠
牲
者
が
出
た
が
、
今
回
は
福

島
原
発
の
放
射
線
漏
れ
と
い
う
、
こ
れ
ま

た
国
内
は
じ
め
て
の
深
刻
な
事
態
と
憂
慮

さ
れ
て
い
る
。

高
台
に
逃
げ
て
助
か
っ
た
人
の
避
難
所
生

活
、
ま
だ
安
否
不
明
の
人
、
肉
親
を
波
に

さ
ら
わ
れ
た
人
々
・
・
・
・
こ
の
人
達
の

心
情
を
察
す
る
と
心
が
痛
む
。

　
東
京
時
代
、
三
陸
に
は
取
材
旅
行
で
十

日
ほ
ど
行
っ
た
。
気
仙
沼
の
ふ
か
ひ
れ
の

お
寿
司
の
美
味
だ
っ
た
こ
と
、
陸
前
高
田

の
親
切
な
老
舗
の
老
夫
婦
の
こ
と
、
大
船

渡
の
海
岸
で
見
た
太
平
洋
の
す
ば
ら
し
さ
、

松
島
の
絶
景
･
･
･
思
い
出
せ
ば
き
り
が

な
い
。
そ
の
な
か
で
一
番
印
象
に
残
っ
て

い
る
の
は
、
宿
泊
し
た
宮
古
の
旅
館
の
中

年
の
仲
居
さ
ん
だ
。
た
ぶ
ん
お
た
き
さ
ん

と
い
っ
た
と
思
う
。
取
材
か
ら
帰
っ
て
一

人
夕
食
を
取
る
わ
た
し
の
相
手
に
な
っ
て

く
れ
た
お
た
き
さ
ん
は
、
酒
好
き
で
、
勧

め
る
と
、
グ
イ
グ
イ
あ
お
っ
た
。

　
漁
師
の
夫
を
海
で
失
く
し
、
出
来
の
い

い
一
人
息
子
を
東
大
に
入
れ
る
の
が
夢
で

あ
り
、
生
甲
斐
だ
と
語
っ
た
彼
女
は
、
都

は
る
み
の
唄
を
絶
唱
し
て
く
れ
た
。
心
に

し
み
る
い
い
歌
で
、
あ
ん
な
素
晴
し
い
唄

を
聴
い
た
の
は
生
ま
れ
て
初
め
て
だ
っ
た
。

お
た
き
さ
ん
も
生
き
て
い
れ
ば
九
十
歳
を

過
ぎ
て
い
る
だ
ろ
う
。
息
子
は
東
大
出
の

官
僚
に
で
も
な
っ
た
か
し
ら
･
･
･
ふ
と

思
い
出
し
た
り
し
て
い
た
の
だ
が

―
―
―
。

　
東
北
関
東
大
震
災
は
、
わ
た
し
の
大
切

な
大
切
な
土
地
ま
で
も
が
れ
き
の
山
に
し

て
く
れ
た
。
伊
賀
に
居
て
、
余
震
と
は
無

縁
の
場
所
で
、
テ
レ
ビ
を
見
て
い
る
身
は
、

な
に
が
な
し
う
し
ろ
め
た
く
、
思
い
出
の

中
の
お
た
き
さ
ん
の
た
め
に
も
、
何
か
し

て
や
り
た
い
。
い
や
、
し
な
け
れ
ば
い
け

な
い
と
考
え
る
。
け
れ
ど
、
一
人
で
は
何

も
出
来
な
い
。
せ
い
ぜ
い
募
金
に
少
し
多

額
の
金
を
入
れ
る
こ
と
し
か
法
は
な
い
。

　
そ
こ
で
提
案
な
の
だ
が
、
東
北
は
お
く

の
細
道
。
芭
蕉
さ
ん
つ
な
が
り
で
縁
が
あ
る
。

こ
の
大
災
害
を
生
き
延
び
た
方
々
の
た
め

に
、
行
政
で
何
か
支
援
出
来
る
こ
と
が
あ

れ
ば
、
や
っ
て
み
た
ら
ど
う
だ
ろ
う
か
。

こ
の
号
が
出
る
の
は
四
月
半
ば
。
現
在
は
水
、

食
料
、
毛
布
な
ど
だ
が
、
そ
の
頃
に
な
る

と
仮
設
住
宅
建
設
が
現
実
に
な
っ
て
い
る

だ
ろ
う
。
そ
う
な
れ
ば
生
活
用
品
が
い
る
。

そ
の
生
活
用
品
を
行
政
で
ほ
ん
の
わ
ず
か

で
も
捻
出
し
て
も
ら
え
な
い
だ
ろ
う
か
。

細
道
ゆ
か
り
の
土
地
へ
送
る
だ
け
で
も
い

い
。
芭
蕉
さ
ん
の
故
郷
か
ら
支
援
が
来
た
。

そ
れ
だ
け
で
喜
ん
で
も
ら
え
る
の
で
は
な

い
か
し
ら
。
何
だ
か
他
人
任
せ
で
心
苦
し

い
け
れ
ど
―
―
。

　
こ
の
原
稿
は
三
月
十
四
日
に
書
い
た
。

じ
つ
は
季
節
の
話
題
で
、
公
園
の
お
花
見

の
思
い
出
を
と
構
想
し
て
い
た
の
だ
が
、

そ
ん
な
浮
か
れ
た
心
境
に
は
と
て
も
な
れ

な
か
っ
た
の
で
、
こ
の
拙
文
に
し
た
。

　
最
後
に
東
北
関
東
大
震
災
で
犠
牲
に
な

ら
れ
た
方
の
ご
冥
福
を
祈
り
、
被
害
に
遭

わ
れ
た
方
々
に
心
か
ら
の
御
見
舞
い
を
申

し
上
げ
ま
す
。

（
作
家
・
市
内
在
住
）

「
東
北
関
東
大
震
災
」

北
泉
優
子

インキュベーション室　丸タ田中青果加工㈱
　弊社は、昭和16年創業、伊賀市に本社・工場のある、輸入
青果物（主にバナナ、アボカド等）の熟成加工・販売をしてい
る会社です。
＊付加価値バナナで｢差力本願｣を追求
　不利な条件を抱えるからこそ、いかに他社と差異化を図るか
に知恵を絞って行動し、結果的に強い体質にすることができる。

このようなコンセプトや行動
を丸タ田中青果加工は「差力
本願」と呼び、指針のひとつ
にしています。
　農薬や除草剤を使わない「
オーガニックバナナ」。生物
多様性に配慮しながら栽培さ

れる「レインフォレスト・アラ
イアンス（国際的な非営利環境
保護団体）認証取得バナナ」。
売り上げの一部が生産地の地域
支援にあてられる「フェアトレ
ードバナナ」。弊社が扱う「付
加価値バナナ」はどれも食品として良質であるだけでなく、地
球規模の社会貢献へ消費者を組み込む意義も持っています。
＊「感覚と経験」を活かした熟成技術
　弊社のこだわり熟成の場合、集荷や入荷段階でバナナを太さ
や熟成度合別に仕分けて、各々に応じた熟成環境で味をじっく
り引き出していきます。温度・湿度管理も「バナナに話しかけ
ながら人間の感覚と経験を大切にする」。「バナナは生き物」
という感覚を大切にする姿勢を貫いています。「弊社がつくる
良質なバナナの価値をさらに認知してもらえるよう努めたい」。
そんな思いから、三重大学との産学連携（田口先生のご指導・
ご研究のもと）で、バナナが持つ抗酸化効果の分析・研究に取
り組んでいるところです。そこから新たな応用商品が生まれそ
うな予感も持っています。

　

登録文化財「赤井家住宅」

　今回ご紹介する「伊賀のええもん」は赤井家住宅です。
中の竪町通りに面し長屋門、土塀に囲まれた武家屋敷は
原則私有地非公開でしたが、赤井家協力のおかげで市の
所有となり平成２２年９月に登録文化財となりました。
指定文化財の「入交家住宅」とともに江戸期武家住宅の
雰囲気を濃厚に残す遺構としてかけがえのない文化遺産
となりました。
　赤井家初代悪右衛門はかつて丹波国黒井に居城を構え
ていましたが、藤堂高虎に召抱えられ、伊賀上野で禄高
千石の足軽大将に任じられました。上野城下町絵図によ
ると丸ノ内西の鉄砲場に当初の屋敷を構えていましたが、
文久年間（1861～1863年）の絵図では現在の場所に名
前が記されています。
　土塀で囲われた500坪の敷地内には主屋、茶室、土蔵
等の建屋があり、古木や石灯籠などで構成された庭、家
人たちが作物を作ったであろう畑跡などが、江戸期中級
武士の暮らしを今に伝えています。なかでも通りに面し
た江戸末期の長屋門は隣接する土蔵と土塀で一体となっ
ており、犬矢来を設けた景観は特筆すべきものになって
います。
　この文章作成中に発生した東北、関東地方を襲った地

震津波は多数の人命、財産を持ち去りその広範囲な被害
状況はまさに国民的な被害になりました。又、多くの文
化財も流失、破損され歴史が消えてゆく町もあろうかと
思うとまことに胸がつぶれる思いです。被災者の皆様に
は心よりお見舞い申し上げます。私達の伊賀も過去多く
の災害をくぐりぬけてきた文化財が奇跡的に残っていま
す。今回ご紹介した登録文化財「赤井家住宅」もその一
つであり、伊賀市はこの貴重な財産を保全活用すべき検
討しているそうです。

［取材協力：伊賀市中心市街地活性化推進室］
（広報事業委員　森　正美）

　今から50年前、結核を克服、命
在る喜びに輝いていた上田誠克33
歳。かたや芸術に憧れる夢みる夢
子、林郁子19歳。二人は大阪市立
美術研究所で出逢いました。そこは
大阪美術館の地階にあり、美術を志

す人が学ぶ所です。若いハートがぶつかり恋が芽えま
す。親の反対ものともせず結婚。夫は制作に没頭し、個
展もどんどん開催。大阪府主催の美術展では作品買上げ
も。妻は版画家・夫を支える生活の担い手でした。
　今から33年前、美しい凸の表現エンボス版画から作品
が変化します。66本の金属尖頭柱と木を組み合わせた独
創の道具を完成。自力圧力で紙を破る版画、パーホグラ
フィックアートのメカと技術発表を目的に二人は渡米。
幸運にもポートランド美術館管理者、ゴードン・ギル
キー氏（美術界では有名）が作品と道具と行動に共鳴、
デモンストレーションの紹介文をサイン入りで書いてく
れました。おかげで点と点が旅の行程となり、2年間、ア
メリカをラウンド17ヵ所の大学、美術館、研究所でデモ
が実現、個展も数回開きました。日系の友人も驚いたも

のです。帰国後、今度は日本、現代美術の届かない田舎
めがけて、単身、軽のBANで巡回します。

　今から14年前、伊賀市槇山にGALLERY30を開設。少
しでも地域文化に貢献しようと、さまざまな作品展を提
供して活動。
　そして今から5年前、夫誠克が平成18年4月、苦楽を共
にした同志を残して80歳で亡くなったのです。今春、没
5年目を迎えます。私にしかやれない事業。ほんとに今や
と、背を押してくれた人も居ます。芸術家上田誠克との
50年。初期の油彩から、デモの旅でお土産だと持ち帰っ
た貝殻まで、残された遺産の全貌を公開しようと決めま
した。ゆっくり充実させながら、二人の真意をお伝え出
来ればと願っています。お運び戴き、足跡を感じて下さ
れば幸と存じます。
　今もまだ夢みる夢子の上田郁子拝。

オープンによせて皆様へのお手紙
　上田　郁子

イヌ　ヤ　ライ

ぶ ん と 通 信5 第75号



←11/20_宝塚の写真は
　作成途中のデータみたいです…
　また新しいのが届いたら差し替えて下さいっ

尺　八：藤原道山
チェロ：古川展生
ピアノ：妹尾　武

ラインナップ

平成23年度
伊賀市文化都市協会
ホール自主事業

※掲載内容は現時点での予定です。内容の変更があるかもしれませんので、ご了承ください。

文化講演会
戦場カメラマン
渡部陽一文化会館

開場17：30
開演18：00
一　般 1,500円

全席指定 全席自由

全席指定全席指定

1,400円

開場15：30
開演16：00
一　般 4,200円
会　員 4,000円

開場13：30
開演14：00
一　般 500円
会　員 450円

開場18：00
開演18：30
一　般 7,500円
会　員 7,300円

開場13：30
開演14：00

開場18：00
開演18：30

一　般 2,500円
会　員 2,300円

5/5

好評発売中

ワンコインコンサート
第6回さんさん名曲コンサート
出演：伊賀コミュニティオーケストラあやま文化センター

5/15日

好評発売中

高校生以下 1,000円 6/27土発売ショパンとリスト 生誕200年を祝して
近藤嘉宏 plays Chopin ＆ Liszt
別れの曲 シネマ＆リサイタル文化会館

高校生以下 1,500円
一　般 2,500円

高校生以下 1,400円
会　員 2,300円

9/18日

その他自主事業

5/29日発売

全席指定

あやま文化センター
8/6土

5/14土発売

全席指定

ビリーバンバン
コンサートふるさと会館いが

5/22日

好評発売中

6/20土発売米村でんじろう
「おもしろサイエンスショー」

松永貴志
デビュー10周年記念ピアノソロコンサート

青山ホール
10/30日 11/20日

7/17日発売

①開場12：30　開演13：00
②開場15：00　開演15：30
一　般 1,500円
会　員 1,400円
※３歳以上チケット必要。３歳未満で席が
　必要な方はチケットが必要。

開場13：30
開演14：00

（当日500円増）

小学生以下 500円
一　般 1,000円

小学生以下 450円
会　員 900円

開場13：30　開演14：00

※３歳未満整理券要

伊賀市文化会館開館20周年記念
大阪フィルハーモニー交響楽団

TAKARAZUKA
WAY TO 100th ANNIVERSARY Vol.2
2011宝塚OGスペシャルレビューツアー

文化会館
開場15：30　開演16：00

会　員 2,800円
高校生以下

全席指定 全席指定

1,400円

一　般 3,000円
高校生以下 1,500円

開場18：30　開演19：00

会　員 2,300円
高校生以下 1,400円

一　般 2,500円
高校生以下 1,500円

6/11土

4/29　発売

美輪明宏音楽会＜愛＞
文化会館
7/18土

好評発売中

０歳から入れる
親と子のコンサート
大阪交響楽団メンバーによる弦楽四重奏

文化会館

全席自由 全席指定

一　般 6,800円
会　員 6,500円

8/28日

7/3日発売

宗次郎オカリナコンサート
～癒しのツインギターアンサンブル～ふるさと会館いが

9/4日

6/26日発売

（当日：各500円増）

開場18：30
開演19：00

開場13：30
開演14：00

全席自由 全席指定

全席自由 全席自由

全席指定 全席自由

一　般 3,500円
当日一般 4,000円

①開場14：30　開演15：00
②開場18：30　開演19：00

栗コーダーカルテット
コンサートあやま文化センター

5/31日

好評発売中

東儀秀樹ソロコンサート
文化会館
6/6土

好評発売中

アクロバティック・エンターテインメント・プログラム
SUPER SURPRISE

かかし座影絵
『長靴をはいた猫』

ふるさと会館いが
8/4火

5/17日発売
一　般 2,000円
高校生以下 1,000円

一　般 2,500円
高校生以下 1,000円

開場13：30
開演14：00
一　般 2,000円
高校生以下 1,000円

劇団フジミュージカル
『トム・ソーヤー物語』ふるさと会館いが

8/9日

6/14日発売

KOBUDO─古武道─
～尺八・チェロ・ピアノコンサート～ あやま文化センター

9/13日

6/27土発売

青山ホール
9/12土

6/20土発売

開場14：30　開演15：00
一　般 2,000円
高校生以下 1,000円
（当日：各500円増）

時間未定
一　般 2,500円
高校生以下 1,500円
（当日：各500円増）

青山ホール
・第22回青山推薦コンサート（2/5㈰）
・第2回青山こどもミュージカル
　「オリジナルミュージカルDICE」（2/25㈯）
・Live Road 2011（9/11㈰）
・タッチ・ザ・スタインウェイ
　（6/5㈰・8/6㈯・10/1㈯・12/17㈯・2/12㈰）
・新世紀コンサート2011（調整中）

伊賀市文化会館
・子ども太鼓フェスティバル in 伊賀（12/17㈯）
・が～まるちょば　サイレントコメディー
　　　　　　　　　　　　　（1/28㈯）
・文楽ワークショップ　文楽の「い」「ろ」「は」
　　　　　　　　　　　　　　（3/3㈯）

ふるさと会館いが
・タッチ・ザ・スタインウェイ
　（5/21㈯・7/30㈯・9/10㈯・12/10㈯・2/4㈯）
・津軽三味線ワークショップ
　　　　　　　　　（11月～12月で調整中）
・第12回能楽鑑賞会（2/26㈰）
・Full・Come・Liveチャリティーライブ
　　　　　　　　　　　　　　（日程調整中）

あやま文化センター
・伊賀びと奏でコンサート（未定）
・タッチ・ザ・スタインウェイ
　（6/26㈰・10/22㈯・2/26㈰）
・ワンコインホールコンサート（年間３回）

文化会館

7/23土発売

月・祝

木・祝

■ふるさと会館いが　　　５月21日（土）　10：00～17：00
■青山ホール　　　　　　６月５日（日）　10：00～17：00
■あやまさんさんホール　６月26日（日）　10：00～17：00
□演奏時間　１枠30分　※おひとり１枠のみ
　・申込者本人の利用。・音楽教室等の指導としての利用は不可。
□参 加 費　500円
・青山ホールに限り、２台のピアノの場合は２人以上１組１
時間で１人1,000円（ただし、８手の場合は１人500円）
・１枠に３名以上（ただし２台の場合を除く）の使用は不可。
□募集人数　各14枠　※先着順とし、定員になり次第締切
□申込方法　４月23日（土）午前９時より電話受付

※「あやまさんさんホール」は「ふるさと会館いが」で受付
□お申込　●ふるさと会館いが　TEL45－9125
　　　　　●青山ホール　　　　TEL52－1109

～世界最高峰のスタインウェイを気軽に弾いてみませんか！～

タッチ・ザ・スタインウェイ 史跡旧崇廣堂LIVE
二胡×尺八×ピアノ

いろはの奏でコンサート

いろは
ミニLIVE

iroha no kanade

【日　時】　５月22日（日）18：30開場/19：00開演
【場　所】　史跡旧崇廣堂 講堂　※駐車場については、お問合せください。
【料　金】　一般５００円（全席自由）
【定　員】　120名（限定）
　　　　　※前売券完売の場合、
　　　　　　当日券はございません。
【出演者】　i r o h a（いろは）
　　　　　泉　貴子（二胡）
　　　　　新井美奈（ピアノ）
　　　　　平山泉心（尺八）
【チケット取扱場所】　４ホール　他

アピタ伊賀上野店
フードコート
①13：00～
②15：00～
入場無料

全席指定

祝

好評発売中

4/24

会　員
（当日一般・会員共1,800円）

（当日一般・会員共4,500円）

恒例になってきました「すうこうどう寄席」。今回は名張市出
身の桂三弥さんが登場します。お楽しみに!!
【日　　時】　6月25日（土）
　　　　　　18：30 開場／19：00 開演
【場　　所】　史跡旧崇廣堂  講堂
【料　　金】　一般  500円
　　　　　　4月23日（土）発売開始
【定　　員】　120名（限定）
【出　　演】　桂　三金／桂　三弥
※駐車場については、お問合せください。
【チケット取扱場所】　4ホール 他

【日　時】　6月5日（日）
　　　　　18：30開場／19：00開演
【場　所】　史跡旧崇廣堂　講堂
　　　　　※駐車場については、お問合せください。
【料　金】　一般 500円（全席自由）
　　　　　4月17日(日）発売開始
【定　員】　120名（限定）
　　　　　※前売券完売の場合、当日券はございません。
【出　演】　至　淵鏡
　　　　　林　哲至（鳳笙）
　　　　　折本慶太（筝・十七絃・尺八）
　　　　　石山迪彦（龍笛）
【チケット取扱場所】　4ホール 他

【日　時】　5月28日（土）
　　　　　受付9:30～／時間10:00～14:00（予定）
【会　場】　岩倉峡公園キャンプ場
【参加費】　小・中学生 800円、高校生以上 1000円
　　　　　（材料費・傷害保険料含）
【対象者】　小学校以上（但し、小学3年生以下は保護者同伴）
【定　員】　先着50名（定員になり次第締切）
【申込方法】　5月7日（土）午前9時より電話22-0511にて
　　　　　申込受付
　　　　　※1回の電話で1家族又は5名まで受付

　ダッチオーブン、飯ごう、鍋など、さまざまな用具
での炊飯体験と、キャンプ場で定番のカレーを作り自
然の中でおいしくいただきます。その後は、自然観察
やゲームを通じて自然を体験していただきます。

～さまざま炊飯体験!!大自然の中でおいしいカレーライスを食べよう～

【日　　時】　毎週水曜日・6回講座
　　　第1期  5月11日（水）～6月15日（水）
　　　受付 19：00～／時間19：30～20：30
【場　　所】　伊賀上野交流研修センター
【料　　金】　3,000円
【対　　象】　一般（高校生以上）
【定　　員】　40名　※先着順。定員になり次第締切。
【申　　込】　5月1日(日)、午前9時より
　　　　　　☎22-0511にて申込受付

太極拳教室
カラダの芯からリラックス

ズ ン バ

vol.５すうこうどう寄席
史跡旧崇廣堂　LIVE 2011
天地を翔けぬける神秘の音色

雅─MIYABI─

音楽に合わせて
皆で楽しくエクササイズ♪

膝を突き合わせるくらいの距離で　　
　　　落語の楽しさを体験しませんか!

心肺機能向上＆
　　カロリー消費!!

ラテン系フィットネス

エアロビクス

【日　　時】　毎週月曜日・10回講座
　　　　第2期　6月13日(月)～8月29日(月)

　　　　※7/18、8/15休講
　　　受付 19：30～／時間 20：00～21：00

【場　　所】　阿山B&G海洋センター
【料　　金】　5,000円
【対 象 者】　一般（高校生以上）
【定　　員】　35名 ※先着順。定員になり次第締切。
【申込受付】　4月23日（土） 午後1時より
　　　　　　☎22-0511にて申込受付

【日　　時】　毎週月曜日・10回講座
　　　　　　 第2期  6月20日(月)～9月5日(月)  ※7/18、8/15休講
　　　　　　受付 10：30～／時間 11：00～12：00
【場　　所】　伊賀上野交流研修センター  第4研修室
【定　　員】　先着30名 ※先着順。定員になり次第締切。
【申込受付】　4月25日（月） 午後1時より☎22-0511にて申込受付
　　　　　　※1回のお電話につき、3名様までとします。

【日　　時】　毎週金曜日・10回講座
　　　　　　 第2期  6月24日(金)～8月26日(金)
　　　　　　受付 10：30～／時間 11：00～12：00
【場　　所】　上野運動公園スポーツセンター  和室
【定　　員】　先着15名 ※先着順。定員になり次第締切。
【申込受付】　4月22日（金） 午後1時より☎22-0511にて申込受付
　　　　　　※1回のお電話につき、2名様までとします。

Let's YOGA in 交研 ＆ SC

全身引き締めに効果的！！

ボクササイズ

【日　　時】　毎週土曜日・５回講座
　　　　第2期　5月 7日(土)～6月 4日(土)
　　　　第3期　6月18日(土)～7月16日(土)
　　　　受付19：00～／時間19：30～20：30
【場　　所】　上野運動公園体育館 ２階
【料　　金】　2,500円
【対 象 者】　一般（高校生以上）
【定　　員】　各35名 ※先着順。定員になり次第締切。
【申込受付】　4月30日（土） 午前9時より
　　　　　　☎22-0511にて申込受付
※1回のお電話につき、3名様までとします。 

【日　　時】　毎週土曜日・8回講座
　　　　第1期　5月21日(土)～7月 9日(土)
　　　　受付 9：30～
　　　　時間 10：00～11：30
【場　　所】　いがまちスポーツセンター
【料　　金】　4,000円
【対 象 者】　一般（高校生以上）
【定　　員】　20名※先着順。定員になり次第締切。
【申 込 み】　4月24日（日） 午前9時より
　　　　　　☎45-9125にて申込受付

【日　　時】　毎週木曜日・５回講座
　　　　第2期　5月19日(木)～6月16日(木)
　　　　受付 18：30～／時間 19：00～20：00
【場　　所】　大山田B&G海洋センター
【料　　金】　2,500円
【対 象 者】　一般（中学生以上）
【定　　員】　35名 ※先着順。定員になり次第締切。
【申込受付】　4月23日（土） 午後3時より
　　　　　　☎22-0511にて申込受付

ママとベビーの3B体操
【日　　時】　毎週火曜日・10回講座
　　　　第2期　6月21日(火)～8月30日(火)

　　　　※8/16休講
　　　　☆あんよクラス…10：00～10：50
　　　　☆ねんねクラス…11：00～11：50
【場　　所】　ゆめドームうえの  軽運動室
【参 加 費】　5,000円
【対 象 者】　生後3か月から
　　　　　　1歳6か月までの赤ちゃん
【定　　員】　各15組
【講　　師】　日本3B体操協会
　　　　　　公認インストラクター
【受付方法】　4月27日（水） 午前10時より
　　　　　　☎22-0590にて申込受付

【料金】 5,000円　【対象者】 一般（高校生以上）交研・SC共通

の誘い
 コンサート

特別展示

華の彩り展
嵯峨御流
敷寿会司所

美と健康の総合プロデュース
YOGA de Night！

健康、美容、整体、痩身、呼吸、精神力強化等いろ
いろな効果をあげる「ヨガパワー」。
心身共に健康で自立できる元気な体力づくりにお役
立てください。

キャンプ場でアウトドアクッキング・自然体験

お問合せ：（財）伊賀市文化都市協会本部事務局　電話　22－0511

ぶ ん と 通 信第75号 6



←11/20_宝塚の写真は
　作成途中のデータみたいです…
　また新しいのが届いたら差し替えて下さいっ

尺　八：藤原道山
チェロ：古川展生
ピアノ：妹尾　武

ラインナップ

平成23年度
伊賀市文化都市協会
ホール自主事業

※掲載内容は現時点での予定です。内容の変更があるかもしれませんので、ご了承ください。

文化講演会
戦場カメラマン
渡部陽一文化会館

開場17：30
開演18：00
一　般 1,500円

全席指定 全席自由

全席指定全席指定

1,400円

開場15：30
開演16：00
一　般 4,200円
会　員 4,000円

開場13：30
開演14：00
一　般 500円
会　員 450円

開場18：00
開演18：30
一　般 7,500円
会　員 7,300円

開場13：30
開演14：00

開場18：00
開演18：30

一　般 2,500円
会　員 2,300円

5/5

好評発売中

ワンコインコンサート
第6回さんさん名曲コンサート
出演：伊賀コミュニティオーケストラあやま文化センター

5/15日

好評発売中

高校生以下 1,000円 6/27土発売ショパンとリスト 生誕200年を祝して
近藤嘉宏 plays Chopin ＆ Liszt
別れの曲 シネマ＆リサイタル文化会館

高校生以下 1,500円
一　般 2,500円

高校生以下 1,400円
会　員 2,300円

9/18日

その他自主事業

5/29日発売

全席指定

あやま文化センター
8/6土

5/14土発売

全席指定

ビリーバンバン
コンサートふるさと会館いが

5/22日

好評発売中

6/20土発売米村でんじろう
「おもしろサイエンスショー」

松永貴志
デビュー10周年記念ピアノソロコンサート

青山ホール
10/30日 11/20日

7/17日発売

①開場12：30　開演13：00
②開場15：00　開演15：30
一　般 1,500円
会　員 1,400円
※３歳以上チケット必要。３歳未満で席が
　必要な方はチケットが必要。

開場13：30
開演14：00

（当日500円増）

小学生以下 500円
一　般 1,000円

小学生以下 450円
会　員 900円

開場13：30　開演14：00

※３歳未満整理券要

伊賀市文化会館開館20周年記念
大阪フィルハーモニー交響楽団

TAKARAZUKA
WAY TO 100th ANNIVERSARY Vol.2
2011宝塚OGスペシャルレビューツアー

文化会館
開場15：30　開演16：00

会　員 2,800円
高校生以下

全席指定 全席指定

1,400円

一　般 3,000円
高校生以下 1,500円

開場18：30　開演19：00

会　員 2,300円
高校生以下 1,400円

一　般 2,500円
高校生以下 1,500円

6/11土

4/29　発売

美輪明宏音楽会＜愛＞
文化会館
7/18土

好評発売中

０歳から入れる
親と子のコンサート
大阪交響楽団メンバーによる弦楽四重奏

文化会館

全席自由 全席指定

一　般 6,800円
会　員 6,500円

8/28日

7/3日発売

宗次郎オカリナコンサート
～癒しのツインギターアンサンブル～ふるさと会館いが

9/4日

6/26日発売

（当日：各500円増）

開場18：30
開演19：00

開場13：30
開演14：00

全席自由 全席指定

全席自由 全席自由

全席指定 全席自由

一　般 3,500円
当日一般 4,000円

①開場14：30　開演15：00
②開場18：30　開演19：00

栗コーダーカルテット
コンサートあやま文化センター

5/31日

好評発売中

東儀秀樹ソロコンサート
文化会館
6/6土

好評発売中

アクロバティック・エンターテインメント・プログラム
SUPER SURPRISE

かかし座影絵
『長靴をはいた猫』

ふるさと会館いが
8/4火

5/17日発売
一　般 2,000円
高校生以下 1,000円

一　般 2,500円
高校生以下 1,000円

開場13：30
開演14：00
一　般 2,000円
高校生以下 1,000円

劇団フジミュージカル
『トム・ソーヤー物語』ふるさと会館いが

8/9日

6/14日発売

KOBUDO─古武道─
～尺八・チェロ・ピアノコンサート～ あやま文化センター

9/13日

6/27土発売

青山ホール
9/12土

6/20土発売

開場14：30　開演15：00
一　般 2,000円
高校生以下 1,000円
（当日：各500円増）

時間未定
一　般 2,500円
高校生以下 1,500円
（当日：各500円増）

青山ホール
・第22回青山推薦コンサート（2/5㈰）
・第2回青山こどもミュージカル
　「オリジナルミュージカルDICE」（2/25㈯）
・Live Road 2011（9/11㈰）
・タッチ・ザ・スタインウェイ
　（6/5㈰・8/6㈯・10/1㈯・12/17㈯・2/12㈰）
・新世紀コンサート2011（調整中）

伊賀市文化会館
・子ども太鼓フェスティバル in 伊賀（12/17㈯）
・が～まるちょば　サイレントコメディー
　　　　　　　　　　　　　（1/28㈯）
・文楽ワークショップ　文楽の「い」「ろ」「は」
　　　　　　　　　　　　　　（3/3㈯）

ふるさと会館いが
・タッチ・ザ・スタインウェイ
　（5/21㈯・7/30㈯・9/10㈯・12/10㈯・2/4㈯）
・津軽三味線ワークショップ
　　　　　　　　　（11月～12月で調整中）
・第12回能楽鑑賞会（2/26㈰）
・Full・Come・Liveチャリティーライブ
　　　　　　　　　　　　　　（日程調整中）

あやま文化センター
・伊賀びと奏でコンサート（未定）
・タッチ・ザ・スタインウェイ
　（6/26㈰・10/22㈯・2/26㈰）
・ワンコインホールコンサート（年間３回）

文化会館

7/23土発売

月・祝

木・祝

■ふるさと会館いが　　　５月21日（土）　10：00～17：00
■青山ホール　　　　　　６月５日（日）　10：00～17：00
■あやまさんさんホール　６月26日（日）　10：00～17：00
□演奏時間　１枠30分　※おひとり１枠のみ
　・申込者本人の利用。・音楽教室等の指導としての利用は不可。
□参 加 費　500円
・青山ホールに限り、２台のピアノの場合は２人以上１組１
時間で１人1,000円（ただし、８手の場合は１人500円）

・１枠に３名以上（ただし２台の場合を除く）の使用は不可。
□募集人数　各14枠　※先着順とし、定員になり次第締切
□申込方法　４月23日（土）午前９時より電話受付

※「あやまさんさんホール」は「ふるさと会館いが」で受付
□お申込　●ふるさと会館いが　TEL45－9125
　　　　　●青山ホール　　　　TEL52－1109

～世界最高峰のスタインウェイを気軽に弾いてみませんか！～

タッチ・ザ・スタインウェイ 史跡旧崇廣堂LIVE
二胡×尺八×ピアノ

いろはの奏でコンサート

いろは
ミニLIVE

iroha no kanade

【日　時】　５月22日（日）18：30開場/19：00開演
【場　所】　史跡旧崇廣堂 講堂　※駐車場については、お問合せください。
【料　金】　一般５００円（全席自由）
【定　員】　120名（限定）
　　　　　※前売券完売の場合、
　　　　　　当日券はございません。
【出演者】　i r o h a（いろは）
　　　　　泉　貴子（二胡）
　　　　　新井美奈（ピアノ）
　　　　　平山泉心（尺八）
【チケット取扱場所】　４ホール　他

アピタ伊賀上野店
フードコート
①13：00～
②15：00～
入場無料

全席指定

祝

好評発売中

4/24

会　員
（当日一般・会員共1,800円）

（当日一般・会員共4,500円）

恒例になってきました「すうこうどう寄席」。今回は名張市出
身の桂三弥さんが登場します。お楽しみに!!
【日　　時】　6月25日（土）
　　　　　　18：30 開場／19：00 開演
【場　　所】　史跡旧崇廣堂  講堂
【料　　金】　一般  500円
　　　　　　4月23日（土）発売開始
【定　　員】　120名（限定）
【出　　演】　桂　三金／桂　三弥
※駐車場については、お問合せください。
【チケット取扱場所】　4ホール 他

【日　時】　6月5日（日）
　　　　　18：30開場／19：00開演
【場　所】　史跡旧崇廣堂　講堂
　　　　　※駐車場については、お問合せください。
【料　金】　一般 500円（全席自由）
　　　　　4月17日(日）発売開始
【定　員】　120名（限定）
　　　　　※前売券完売の場合、当日券はございません。
【出　演】　至　淵鏡
　　　　　林　哲至（鳳笙）
　　　　　折本慶太（筝・十七絃・尺八）
　　　　　石山迪彦（龍笛）
【チケット取扱場所】　4ホール 他

【日　時】　5月28日（土）
　　　　　受付9:30～／時間10:00～14:00（予定）
【会　場】　岩倉峡公園キャンプ場
【参加費】　小・中学生 800円、高校生以上 1000円
　　　　　（材料費・傷害保険料含）
【対象者】　小学校以上（但し、小学3年生以下は保護者同伴）
【定　員】　先着50名（定員になり次第締切）
【申込方法】　5月7日（土）午前9時より電話22-0511にて
　　　　　申込受付
　　　　　※1回の電話で1家族又は5名まで受付

　ダッチオーブン、飯ごう、鍋など、さまざまな用具
での炊飯体験と、キャンプ場で定番のカレーを作り自
然の中でおいしくいただきます。その後は、自然観察
やゲームを通じて自然を体験していただきます。

～さまざま炊飯体験!!大自然の中でおいしいカレーライスを食べよう～

【日　　時】　毎週水曜日・6回講座
　　　第1期  5月11日（水）～6月15日（水）
　　　受付 19：00～／時間19：30～20：30
【場　　所】　伊賀上野交流研修センター
【料　　金】　3,000円
【対　　象】　一般（高校生以上）
【定　　員】　40名　※先着順。定員になり次第締切。
【申　　込】　5月1日(日)、午前9時より
　　　　　　☎22-0511にて申込受付

太極拳教室
カラダの芯からリラックス

ズ ン バ

vol.５すうこうどう寄席
史跡旧崇廣堂　LIVE 2011
天地を翔けぬける神秘の音色

雅─MIYABI─

音楽に合わせて
皆で楽しくエクササイズ♪

膝を突き合わせるくらいの距離で　　
　　　落語の楽しさを体験しませんか!

心肺機能向上＆
　　カロリー消費!!

ラテン系フィットネス

エアロビクス

【日　　時】　毎週月曜日・10回講座
　　　　第2期　6月13日(月)～8月29日(月)

　　　　※7/18、8/15休講
　　　受付 19：30～／時間 20：00～21：00

【場　　所】　阿山B&G海洋センター
【料　　金】　5,000円
【対 象 者】　一般（高校生以上）
【定　　員】　35名 ※先着順。定員になり次第締切。
【申込受付】　4月23日（土） 午後1時より
　　　　　　☎22-0511にて申込受付

【日　　時】　毎週月曜日・10回講座
　　　　　　 第2期  6月20日(月)～9月5日(月)  ※7/18、8/15休講
　　　　　　受付 10：30～／時間 11：00～12：00
【場　　所】　伊賀上野交流研修センター  第4研修室
【定　　員】　先着30名 ※先着順。定員になり次第締切。
【申込受付】　4月25日（月） 午後1時より☎22-0511にて申込受付
　　　　　　※1回のお電話につき、3名様までとします。

【日　　時】　毎週金曜日・10回講座
　　　　　　 第2期  6月24日(金)～8月26日(金)
　　　　　　受付 10：30～／時間 11：00～12：00
【場　　所】　上野運動公園スポーツセンター  和室
【定　　員】　先着15名 ※先着順。定員になり次第締切。
【申込受付】　4月22日（金） 午後1時より☎22-0511にて申込受付
　　　　　　※1回のお電話につき、2名様までとします。

Let's YOGA in 交研 ＆ SC

全身引き締めに効果的！！

ボクササイズ

【日　　時】　毎週土曜日・５回講座
　　　　第2期　5月 7日(土)～6月 4日(土)
　　　　第3期　6月18日(土)～7月16日(土)
　　　　受付19：00～／時間19：30～20：30
【場　　所】　上野運動公園体育館 ２階
【料　　金】　2,500円
【対 象 者】　一般（高校生以上）
【定　　員】　各35名 ※先着順。定員になり次第締切。
【申込受付】　4月30日（土） 午前9時より
　　　　　　☎22-0511にて申込受付
※1回のお電話につき、3名様までとします。 

【日　　時】　毎週土曜日・8回講座
　　　　第1期　5月21日(土)～7月 9日(土)
　　　　受付 9：30～
　　　　時間 10：00～11：30
【場　　所】　いがまちスポーツセンター
【料　　金】　4,000円
【対 象 者】　一般（高校生以上）
【定　　員】　20名※先着順。定員になり次第締切。
【申 込 み】　4月24日（日） 午前9時より
　　　　　　☎45-9125にて申込受付

【日　　時】　毎週木曜日・５回講座
　　　　第2期　5月19日(木)～6月16日(木)
　　　　受付 18：30～／時間 19：00～20：00
【場　　所】　大山田B&G海洋センター
【料　　金】　2,500円
【対 象 者】　一般（中学生以上）
【定　　員】　35名 ※先着順。定員になり次第締切。
【申込受付】　4月23日（土） 午後3時より
　　　　　　☎22-0511にて申込受付

ママとベビーの3B体操
【日　　時】　毎週火曜日・10回講座
　　　　第2期　6月21日(火)～8月30日(火)

　　　　※8/16休講
　　　　☆あんよクラス…10：00～10：50
　　　　☆ねんねクラス…11：00～11：50
【場　　所】　ゆめドームうえの  軽運動室
【参 加 費】　5,000円
【対 象 者】　生後3か月から
　　　　　　1歳6か月までの赤ちゃん
【定　　員】　各15組
【講　　師】　日本3B体操協会
　　　　　　公認インストラクター
【受付方法】　4月27日（水） 午前10時より
　　　　　　☎22-0590にて申込受付

【料金】 5,000円　【対象者】 一般（高校生以上）交研・SC共通

の誘い
 コンサート

特別展示

華の彩り展
嵯峨御流
敷寿会司所

美と健康の総合プロデュース
YOGA de Night！

健康、美容、整体、痩身、呼吸、精神力強化等いろ
いろな効果をあげる「ヨガパワー」。
心身共に健康で自立できる元気な体力づくりにお役
立てください。

キャンプ場でアウトドアクッキング・自然体験

お問合せ：（財）伊賀市文化都市協会本部事務局　電話　22－0511

ぶ ん と 通 信7 第75号



・伊賀市文化都市協会　http://www.bunto.com
・ふるさと会館いが　http://www.ict.ne.jp/~furukan/

㈶伊賀市文化都市協会お問い
合わせ

ＴＥＬ.0595－22－0511
ＦＡＸ.0595－22－0512

〠518ー0809　三重県伊賀市西明寺3240番地の2　Ｅメール samazama@bunto.com
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ぶ ん と 通 信第75号 8

ゆめドームうえの　伊賀市ゆめが丘一丁目1番地の3　TEL.22−0590

日 時 催 し 物 場 所 主催･問い合わせ

 4/29（金・祝）
9：00〜

伊賀春季バレーボール大会
中学生の部 第1、第2 伊賀バレーボール協会

�21-5813（澤）
 5/5（木・祝）
9：00〜 第7回ミールイRGC発表会 第1 ミールイRGC

�080-3676-3161（中谷）
 5/7㈯
9：00〜

第13回JA杯伊賀
小学生バレーボール大会 第1、第2 伊賀ジュニアバレーボール育成会

�21-5748（生中）
5/8㈰

9：00〜
全日本バレーボールクラブカップ

三重県予選 第1、第2 三重県クラブバレーボール連盟
�090-2347-1091（稲岡）

5/15㈰
9：30〜 第4回さつき杯 第1、第2 三重県ドッジボール協会

�059-378-3920（事務局）
5/21㈯
9：00〜 伊賀市卓球団体選手権 第1 伊賀市卓球協会

�21-6265（其道）
5/29㈰
9：00〜

平成23年度全国小学生バレーボール大会
伊賀地区予選 第1、第2 伊賀ジュニアバレーボール育成会

�21-5748（生中）
6/5㈰

9：00〜
中部総合バレーボール大会

三重県予選 第1、第2 三重県バレーボール協会
�21-5813（澤）

6/11㈯
8：30〜

伊賀市上野こども会
卓球大会 第1 上野児童福祉連合会

�090-1747-7046(新居)

青山ホール　　　　　　伊賀市阿保1411−1　TEL.52−1109

日 時 催 し 物 入 場 料 主催･問い合わせ

4/17㈰
14：00〜

大阪音楽大学幸楽会三重支部
Spring Concert 無　料 大阪音楽大学幸楽会三重支部

�52-0411（福嶋）
5/28㈯

14：00〜
社団法人三重県建築士会伊賀支部創立60周年

記念講演『Dr．コパ　風水を語る』 無　料 (社)三重県建築士会伊賀支部
�22-1078

5/29㈰
13：30〜 ぷち　こんさぁと 無　料 澤  実香・津内  久美子・鍋谷  葉子・池澤  仁美

�61-0414（澤）
6/5㈰

10：00〜 タッチ・ザ・スタインウェイ 500円 (財)伊賀市文化都市協会
�52-1109（青山ホール）

6/12㈰
9：45〜

歌恋歌謡フェスティバル
ゲスト　三木  てつや 無　料 カラオケ喫茶　歌恋

�52-1848

ふるさと会館いが　　伊賀市下柘植6243番地　TEL.45−9125

日 時 催 し 物 場 所 入 場 料 主催･問い合わせ

5/11㈬
10：00〜 絵本の時間 小ホール 無　料 いがまち公民館教室 絵本の時間

�45-9122(西川)
5/21㈯

10：00〜 タッチ・ザ・スタインウェイ 大ホール 500円 ㈶伊賀市文化都市協会
�45-9125（ふるさと会館いが）

5/22㈰
16：00〜 ビリーバンバン  コンサート 大ホール 4,200円

（当日300円増）
㈶伊賀市文化都市協会
�24-7015（伊賀市文化会館）

6/1㈬
10：00〜 絵本の時間 小ホール 無　料 いがまち公民館教室 絵本の時間

�45-9122(西川)

伊賀市文化会館　　伊賀市西明寺3240番地の2　TEL.24−7015

日 時 催 し 物 入 場 料 主催･問い合わせ
 4/
16㈯ 10：00〜
17㈰ 10：00〜

伊賀市文化会館開館20周年記念イベント
ぶんと・文化市場

OTOMONO　～音楽とモノづくり空間～
無　料

（各種体験・飲食物等は有料）
㈶伊賀市文化都市協会
�24-7015（伊賀市文化会館）

4/23㈯
13：00〜

上野東ロータリークラブ創立30周年記念チャリティー事業
新日本フィルメンバードリームコンサート

無　料
（整理券要）

上野東ロータリークラブ
�２４-4650

 4/
  29（金・祝）17：30〜    
  30（土） 13：30〜

上野高等学校
第15回定期演奏会

一般1,000円
高校生以下 500円
（当日200円増）

三重県立上野高等学校
�０９０-9196-２５５１

（上野高校定演係）
5/5（木・祝）

18：00〜
文化講演会

戦場カメラマン：渡部陽一
前売1,500円
当日1,800円

㈶伊賀市文化都市協会
�24-7015（伊賀市文化会館）

5/15㈰
14：00〜

思いよ  とどけ、被災地に!
波多野  均  チャリティコンサート

一般2,500円
高校生以下1,000円

波多野均リサイタル実行委員会事務局
�21-0237（芝高）

5/21㈯
10：00〜 伊賀市戦没者追悼式 関係者 伊賀市

�22-9650（伊賀市健康福祉部厚生保護課）
5/22㈰

13：00〜
宮路オサム　三船和子

歌謡ショー
前売3,000円
当日3,500円

エムアイ企画
�03-6383-4451

5/29㈰
10：00〜

民謡やよい会
日本全国民謡めぐり

無　料
（先着400名に粗飯進呈）

民謡やよい会
�２１-２７７５（会長宅）　�２３-７６１７（会主宅）

6/5㈰
13：30〜

上野ウインドアンサンブル
第25回演奏会

一般1,000円
高校生以下 500円

上野ウインドアンサンブル
�52-5850（上田　洋）

6/11㈯
16：00〜

伊賀市文化会館開館20周年記念
大阪フィルハーモニー交響楽団

一般3,000円
高校生以下1,500円

㈶伊賀市文化都市協会
�24-7015（伊賀市文化会館）

あやま文化センター　　伊賀市川合3370−29　TEL.43−1125

日 時 催 し 物 入 場 料 主催･問い合わせ

4/17㈰
13：00〜 第31回  レスナーピアノ発表会 無　料 上野レスナーグループ

�23-9964（桑野）
5/15㈰

14：00〜
ワンコインコンサート

第6回さんさん名曲コンサート
500円

（全席自由）
㈶伊賀市文化都市協会
�24-7015（伊賀市文化会館）

5/28㈯
第１部 10：00〜
第２部 13：30〜

ミュージックフェスタ2011 無　料 上野レスナーグループ
�21-6767（渋木）

5/29㈰
13：30〜 ピアノ発表会 無　料 ポーコ・ア・ポーコ

�44-1884（渡辺）
6/12㈰

13：00〜
ジュニアエレクトーンフェスティバル＆

エレクトーンステージ店別大会 無　料 ㈱さわ楽器
�23-8080（澤）

　大地震。大津波。絶句するしかない未曾有の大災害。各地の実態状況が報道
されるたび、心がギシギシ音をたてて痛み、まさに胸が潰れそうです。思い
きり文明を享受してきた私たち日本人に与えられた試練だと言う人がいます
が、便利さに慣らされた私たちは、いまこそ「社会」を見直す時だと考えます。
　外国の人たちは、大災害に直面しているにもかかわらず、子どもや老人に
対する思いやりや、秩序正しく助け合う日本人の国民性を見て、感動し、絶
賛しています。電気なんかなくていい。ガソリンなんて必要ない。生きてい
ればいい−。そこには極限の世界で繰り広げられる慈愛に満ちた本当の人
間社会が垣間見られます。
　不自由な避難所生活の中で、ようやくほころびた桜の小枝をペットボトル
に活けてある光景に、絶望から希望への光明が感じられる思いです。
　さまざまの　事おもひ出す　櫻かな　　芭蕉。　　　　　　　　 合掌。 

（広報事業委員　池澤　基善）

●編集部だより●●●●●●●●●●●●●●●

B&G海洋センターでカヌーをご利用いただけます
大山田・阿山B&G海洋センターでカヌーをご利用いただけます。
自然の中でカヌーを体験してみよう！団体でのご利用も可能で
す。

●ご利用できる　1人乗りカヌー、２人乗りカヌー、手漕ぎ
カ ヌ ー 等　ボート、その他ライフジャケット等をご

利用いただけます。
●そ　の　他　ご利用の際は、事前に申請が必要となり

ます。また、指導者を配置していただく
必要があります。

●お問合せ先　大山田B&G海洋センター
　　　　　　　TEL47-0551
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